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研究結果 

本 研 究 は 、 日 本 に 現 存 す る 重 要 な 琴 器 （ 国 宝 /重 要 文 化 財 級 ） を 中 心 に 探

究 す る も の で あ る 。 こ れ ら の 琴 器 は 複 雑 な 状 況 に あ り 、 多 様 な 出 所 が あ り 、

多 く の 学 術 的 テ ー マ が 潜 ん で い る 。 以 前 の 日 中 の 学 者 た ち は 、 こ れ ら に つ い

て 探 究 し て き た が 、 未 だ 体 系 的 な 検 討 が 不 足 し て お り 、 お 互 い に 直 接 的 な 交

流 も ほ と ん ど な い 。  

今 回 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 や 、 収 蔵 機 関 の 規 定 が 異 な る が た め 、

実 物 の 調 査 に つ い て は 、 直 接 接 触 、 公 開 さ れ た 画 像 や 資 料 を め ぐ る 調 査 な ど

、 多 様 な 方 法 で 現 存 す る 重 要 な 琴 器 に つ い て 可 能 な 限 り 深 く 研 究 し た 。 一 定

の 成 果 を 得 た 。  

主 な 内 容 は 以 下 の と お り で あ る 。  

1． 奈 良 正 倉 院 所 蔵 の 「 金 銀 平 文 琴 」 。 こ の 古 琴 は 現 存 す る 唯 一 の 唐 朝 「 宝

琴 」 と さ れ 、 中 国 に も 同 種 の 器 物 は 残 さ れ て い な い 。 こ の 琴 は 盛 唐 時 代 の も

の で あ り 、 そ れ よ り 古 い も の で は な い と 私 は 考 え る 。 原 因 と し て は そ の 胴 の

銘 文 「 乙 亥 之 年 」 が あ る た め で あ る 。 そ れ は 聖 武 天 皇 天 平 七 年 に 相 当 し 、 唐

の 玄 宗 開 元 二 十 三 年 に 相 当 す る 735年 で あ る 。 ま た 、 製 作 地 に つ い て 、 一 般

的 に は 大 唐 の 「 舶 載 品 」 と さ れ て い る が 、 日 本 で 作 ら れ た と す る 意 見 も あ る

。 私 は 観 察 し た 結 果 、 こ の 琴 が 現 存 す る 唐 琴 と 根 本 的 に 異 な る 多 く の 特 徴 を

持 っ て い る た め 、 当 時 の 日 本 の 製 作 で あ る と 考 え て い る 。  

2、 元 法 隆 寺 所 蔵 、 現 在 は 東 京 博 物 館 に 所 蔵 さ れ て い る 「 開 元 十 二 年 」 の 銘

を 持 つ 琴 。 そ れ は 、 長 ら く 百 済 を 経 由 し て 唐 か ら 日 本 に 伝 わ っ た 舶 来 品 と 考

え ら れ て き た 。 し か し こ の 結 論 に は 疑 問 が あ る と 考 え る 。 こ の 琴 の 形 式 は 「

金 銀 平 文 琴 」 と 一 致 し 、 中 国 に は 現 存 し て い な い 。 た だ し 、 書 物 に よ る と 「

虞 舜 式 」 ま た は 「 虞 琴 式 」 と 見 な す こ と が で き る 。 そ の た め 、 両 琴 に は あ る

程 度 の 関 係 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 「 開 元 十 二 年 」 の 銘 に は 疑 問 が 残 っ

て い る 。  

3、 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 所 蔵 、 元 紀 伊 徳 川 家 の 「 冠 古 」 琴 。 こ の 琴 は 元 々 唐

代 の 製 品 で あ る と さ れ て き た が 、 実 物 検 証 の 結 果 、 中 国 か ら 輸 入 さ れ た も の

で あ る が 、 唐 代 の 琴 で は な い 。 北 宋 の も の で あ る と 考 え て い る 。  

4、 宮 内 庁 所 蔵 琴 。 宮 内 庁 に は 4台 の 琴 が あ り 、 漆 の 色 は 異 な る が 、 明 ら か に

同 時 期 に 作 ら れ た も の で あ る 。 現 在 の 調 査 に よ る と 、 こ れ ら は 東 皋 心 越 （ 16

39-1694） が 天 皇 に 献 上 し た も の で 、 彼 の 周 り の 人 た ち が 作 っ た も の で あ る

可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 模 倣 さ れ た の は 東 越 が 中 国 か ら 持 っ て き

た 明 琴 で あ る と 考 え ら れ る 。  

本 課 題 は 私 が 担 当 し 、 稗 田 浩 雄 氏 、 吴 本 舜 氏 、 山 寺 美 紀 子 氏 、 早 川 太 基 氏

、 張 建 華 氏 な ど が 課 題 チ ー ム を 構 成 し て い る 。 各 専 門 家 が 得 意 分 野 で 協 力 し

、 こ の 研 究 が 順 調 に 進 行 す る よ う に し た 。  

本 研 究 所 で 扱 っ て い る 琴 器 以 外 に も 、 現 在 日 本 に は 未 だ 多 く の 琴 器 が 存 在

し て い る 。 そ の 全 体 像 や 現 存 状 況 を 整 理 す る に は 、 未 だ 大 量 の 作 業 が 必 要 で

あ る 。 こ れ に は 今 後 の 努 力 が 必 要 で あ る 。  
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研究成果の公表について(予定も含む） 

口頭発表（題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

1． 「 日 本 所 蔵 古 琴 器 考 察 概 略 」 、 王 風 、 「 東 ア ジ ア 琴 学 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」

、 2019年 9月 18日 、 東 京 大 学 （ 本 郷 ） 。  

2． 《 正 倉 院 “ 金 銀 平 文 琴 ” 與 法 隆 寺 “ 開 元 十 二 年 ” 款 琴 的 琴 式 問 題 》 （ 「

正 倉 院 「 金 銀 平 文 琴 」 と 法 隆 寺 「 開 元 十 二 年 」 款 琴 の 琴 式 問 題 」 ） 、 王 風 、

「 第 十 屆 古 琴 国 際 学 術 研 討 會 」 、 2019年 9月 25日 、 西 安 音 楽 学 院 。  

3． 《 日 本 古 琴 器 中 的 中 國 製 作 與 日 本 製 作 》 （ 「 日 本 古 琴 器 中 の 中 国 製 作 と

日 本 製 作 」 ） 、 王 風 、 「 跨 語 際 視 野 下 の 東 ア ジ ア 文 化 交 流 」 、 2021年 11月 27

日 、 復 旦 大 学 。  

4． 《 東 皋 心 越 的 琴 學 與 琴 器 》 （ 「 東 皋 心 越 の 琴 学 と 琴 器 」 ） 、 王 風 、 「 人

文 学 系 列 講 座 」 、 2022年 9月 18日 、 北 京 大 学 。  

 
 

論文（題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 

《 正 倉 院 “ 金 銀 平 文 琴 ” 與 法 隆 寺 “ 開 元 十 二 年 ” 款 琴 的 年 代 與 琴 式 問 題 》  

（ 「 正 倉 院 “ 金 銀 平 文 琴 ” と 法 隆 寺 “ 開 元 十 二 年 ” 款 琴 の 年 代 と 琴 式 の 問 題

」 ） ， 王 風 、 未 発 表 。 【 『 故 宮 博 物 院 院 刊 』 に 発 表 予 定 】  

《 日 本 古 琴 器 的 “ 舶 來 品 ” 與 在 地 製 作 》 （ 「 日 本 古 琴 器 の 「 舶 来 品 」 と 地 元

製 作 」 ） ， 王 風 、 未 発 表 。 【 『 中 国 音 楽 学 』 に 発 表 予 定 】  

 

 

書籍（題名・著者名・出版社・発行時期等） 

【 関 連 著 作 】 《 琴 史 與 琴 器 》 （ 『 琴 史 と 琴 器 』 ） 、 著 者 王 風 、 商 務 印 書 館 、

2023年 4月  

 

 
 


